
巻 号 年 月 日 種別 タイトル 著者 頁数 備考
18 7 1905 7 7 目次
18 7 1905 7 7 社説 会堂の設備 唖牛 1
18 7 1905 7 7 蒐録 密教の阿弥陀仏 鈴木暢幸 7
18 7 1905 5 26 宗意違害訊問口書 主任審事　名和淵海 11
18 7 1905 7 7 講話 戦後の宗教 藤島了穏 14
18 7 1905 7 7 講話 仏教の定義（承前） 雲山龍珠 20
18 7 1905 5 1 エーチ、エス、ペレラ氏の書簡 エーチ、エス、ペレラ 26
18 7 1905 7 7 満洲と云ふ名義と仏教 27
18 7 1905 6 6 雑纂 布教者の識見を論ず 八尋慈薫 28
18 7 1905 7 7 雑纂 払熱漫艸 光風生 30
18 7 1905 7 7 雑纂 無教育と没趣味 白眼兒 32
18 7 1905 7 7 雑纂 陣中些事 佐藤巌英 33
18 7 1905 7 7 彙報 米国教信 34
18 7 1905 7 7 家庭 謡曲の楽み 花里爺 36
18 7 1905 7 7 家庭 手紙の心得（承前） 更衣子 38
18 7 1905 7 7 家庭 茶の湯生花（接第五号） 松岡時子 39
18 7 1905 7 7 彙報 派内近事 41
18 7 1905 7 7 欲の解 二宮尊徳 43
18 7 1905 7 7 法園 弘誓 足利義山 44
18 7 1905 7 7 法園 安居所感 園田宗恵 46
18 7 1905 7 7 法園 仏号 富井隆信 52
18 7 1905 7 7 詞藻 発卯小稿 日野居龍 55
18 7 1905 7 7 彙報 基教近情 59
18 7 1905 7 7 新刊紹介 印度仏教史綱 61
18 7 1905 7 7 会員動静 〔教学部　四月十三日　開教地…〕 62
18 7 1905 8 7 目次
18 8 1905 8 7 社説 浄土門の本色 干河岸桜所 1
18 8 1905 8 7 社説 仏説に現はれたる夫婦相互の義務（一） 5
18 8 1905 8 7 講話 仏教の真精神 園田宗恵 6
18 8 1905 8 7 講話 二種深信に就て 雲山龍珠 12
18 8 1905 8 7 軍人勅諭講話 武勇 瑞穂教群 15
18 8 1905 8 7 軍人勅諭講話 質素 山崎海印 19
18 8 1905 8 7 雑纂 大蔵経中に顕はれたる印度の偶話（二）（接第五号） 浜口恵璋 25
18 8 1905 8 7 雑纂 奉天より 津野田俊譲 28
18 8 1905 8 7 雑纂 涼台熱語 苅屋老亀 29
18 8 1905 8 7 雑纂 書寝まどひ △△生 31
18 8 1905 8 7 雑纂 旅窓雑筆 衆甫征客 32
18 8 1905 8 7 家庭 家長の責任 唖牛 38
18 8 1905 8 7 家庭 手紙の心得（承前） 更衣子 41
18 8 1905 8 7 詞藻 発卯小稿 日野居龍 42
18 8 1905 8 7 詞藻 日曜学校（少年教会）唱歌 富井南軒 44
18 8 1905 8 7 法園 光明 富井隆信 45
18 8 1905 8 7 法園 信心の体相用 加藤徹玄 50
18 8 1905 8 7 思潮 『身分相応』の解釈 社説 53 『六合雑誌』
18 8 1905 8 7 思潮 苦言を日本の実業家に呈す リギヨル 54 『新公論』
18 8 1905 8 7 思潮 指環説 和田垣謙三 56 『中央公論』
18 8 1905 8 7 彙報 派内近事 57
18 8 1905 8 7 会員動静 〔教学部　六月十七日　司教を授く…〕 60
18 9 1905 9 7 目次
18 9 1905 9 7 講話 他力の救済 富井隆信 1
18 9 1905 9 7 詞藻 漫吟 南軒 19
18 9 1905 9 7 講話 真生活 苅屋哲公 20
18 9 1905 9 7 〔吾人の一日は小なる一箇の生涯なり…〕 マーデン 37
18 9 1905 9 7 〔大外科医ボードン一日仏の総理大臣…〕 37
18 9 1905 9 7 講話 二種深信に就て（続前） 雲山龍珠 38
18 9 1905 9 7 詞藻 漫吟 南軒 44
18 9 1905 9 7 雑纂 旅窓雑筆（二） 衆甫征史 45
18 9 1905 9 7 家庭 茶の湯（接第七号） 松岡時子 52
18 9 1905 8 8 家庭 妻子と共に鶯の瀧に遊ぶ 老亀 56
18 9 1905 9 7 家庭 若い奥様達へ 花婿 57
18 9 1905 9 7 詞藻 甲辰小稿 日野居龍 59
18 9 1905 9 7 法園 五乗斎入 鷲尾卓見 61
18 9 1905 9 7 会員動静 〔教学部　七月二十五日　顧問所…〕 65
18 9 1905 9 7 派内近事 〔今般奥羽開教総監督規程ヲ…〕 66
18 10 1905 10 7 本領 尼提と仏陀 唖牛 1
18 10 1905 10 7 講話 教育の必要 園田宗恵 6
18 10 1905 10 7 講話 宗要心得 雲山龍珠 10
18 10 1905 10 7 思潮 人類生活の三制度 成瀬仁蔵 15 冒頭に、「女子大学校長成瀬仁蔵氏の談にして載せて同校発

行の家庭週報にあり」と記載あり

18 10 1905 10 7 思潮 仏教徒としての戦後の経営 村上 15 冒頭に「村上博士、仏教徒としての戦後の経営を論じて曰く」と
記載あり

18 10 1905 10 7 思潮 日本仏教の地理的分布 石川成章 16 冒頭に「理学士石川成章の我国仏教の分布を地理的に観察し
て」と記載あり

18 10 1905 10 7 思潮 最後の宗教 黒岩周六 17 冒頭に「人間の知識が進み尽したる暁に来る最後の宗教は如
何なるものぞ、黒岩周六氏は左の如く結論せり」と記載あり

18 10 1905 10 7 思潮 実力ある宗教 富永徳磨 18 冒頭に「福音新報紙上富永徳磨氏の論文の一節」と記載あり

18 10 1905 10 7 思潮 趣味の霊 芥軒 18 冒頭に「『大日本』芥軒氏の議論」と記載あり
18 10 1905 10 7 彼我の俘虜総数 18
18 10 1905 10 7 詞藻 甲辰小稿 日野居龍 19
18 10 1905 10 7 雑纂 蔵経に顕はれたる印度の偶話 浜口恵璋 21
18 10 1905 10 7 雑纂 祖訓拝誦（承前） 脇谷撝謙 27
18 10 1905 10 7 雑纂 旅窓雑筆（承前号） 衆甫征客 29
18 10 1905 10 7 多額の教育寄付金 36
18 10 1905 10 7 新刊批評 （英文）日本年鑑　一巻　‘Japan Year Book’ 36
18 10 1905 10 7 空中飛行機の成功 37
18 10 1905 10 7 家庭 仏陀に対する母の務め 櫪堂 38
18 10 1905 10 7 家庭 鶏卵の貯蔵法 42
18 10 1905 10 7 家庭 紹介二束 42
18 10 1905 10 7 家庭 妻に対する心得 44
18 10 1905 10 7 救世軍の統計 45
18 10 1905 10 7 法園 信受院殿三百五十回忌に就て 干河岸貫一 45
18 10 1905 10 7 法園 彼岸会に就て 武田龍栖 50
18 10 1905 10 7 派内近事 〔天皇聖忌法要　御歴代天皇の…〕 55
18 10 1905 10 7 会員動静 〔教学部　八月二十四日　北米英領…〕 57
18 11 1905 11 7 社説 戦後経営と宗教家 櫪堂 1
18 11 1905 11 7 社説 外地移住の奨励 櫪堂 4
18 11 1905 11 7 社説 勤勉力行の風を振起せよ 櫪堂 5
18 11 1905 11 7 社説 驕傲尊大の弊を芟除せよ 櫪堂 7
18 11 1905 11 7 社説 遺族及負傷者の慰籍 櫪堂 8
18 11 1905 11 7 社説 信念の確立 櫪堂 11
18 11 1905 11 7 講話 戒定慧 鈴木法琛 12
18 11 1905 11 7 講話 宗要心得（続前） 雲山龍珠 16
18 11 1905 11 7 入江兵曹の法義問答 24 （野瀬軍隊布教員通信の一節）
18 11 1905 11 7 鉄道上の死傷者数 24
18 11 1905 11 7 海の広さと深さ 24
18 11 1905 11 7 詞藻 甲辰小稿 日野居龍 25
18 11 1905 11 7 詞藻 乙已小稿 26
18 11 1905 11 7 雑纂 真俗二諦 白巌 27
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18 11 1905 11 7 雑纂 亡き妻 不二庵主人 30
18 11 1905 11 7 雑纂 旅窓雑筆（七） 花田衆甫 32
18 11 1905 11 7 家庭 無我 南軒 38
18 11 1905 11 7 家庭 愛情と法律 40
18 11 1905 11 7 家庭 茶の湯　了々斎の茶道三ヶ条の心得 松岡時子 41
18 11 1905 11 7 家庭 季節料理 43
18 11 1905 11 7 〔世界の最もなる国々の国債比較…〕 43
18 11 1905 11 7 法園 報恩講説教（仏教大学講堂に於て） 園田宗恵 43
18 11 1905 11 7 法園 捨つべきもの、得べきもの、 苅屋哲公 46
18 11 1905 11 7 法園 追弔会に就て 阿満得善 48
18 11 1905 11 7 従兄弟の婚姻と其害 51
18 11 1905 11 7 本山録事 〔集会の開会　教示　寺法第十条ニ…〕 52
18 11 1905 11 7 派内彙報 〔執行長執行の更迭　小田執行長…〕 53
18 11 1905 11 7 基教近事 〔家庭学校へ恩賜　東京巣鴨なる…〕 55 （基督教世界転抄）
18 11 1905 11 7 会員動静 〔九月一日　軍隊布教員ヲ命ス…〕 58
18 12 1905 12 7 目次
18 12 1905 12 7 社説 淳浄院連枝の御帰山を迎ふるの辞 櫪堂 1
18 12 1905 12 7 社説 女子教育の振興を望む 櫪堂 4
18 12 1905 12 7 臍五句 赤飯 8
18 12 1905 12 7 講話 禅と念仏 曽我是一 9
18 12 1905 12 7 講話 苦集滅道の四諦 雲山龍珠 14
18 12 1905 12 7 思潮 日本と羅馬法王 坪井法科大学教授 21 （日本新聞転載）
18 12 1905 12 7 思潮 仏陀の身と基督の躯 姉崎正治 23 (基督教世界)
18 12 1905 12 7 思潮 大隈伯の演説 28 (基督教世界)
18 12 1905 12 7 雑纂 自然法爾 富井南軒 30
18 12 1905 12 7 雑纂 調子の修養 苅屋老亀 32
18 12 1905 12 7 雑纂 心性の発揮 瑞穂教群 33
18 12 1905 12 7 雑纂 偶感三則 武田母川 36
18 12 1905 12 7 詞藻 乙已小稿 日野居龍 「心性の発揮」の中に挟まれている
18 12 1905 12 7 家庭 家庭叢語 唖牛 40
18 12 1905 12 7 家庭 フランネルの洗方 42
18 12 1905 12 7 家庭 茶の湯 松岡時子 42
18 12 1905 12 7 家庭 季節料理 45
18 12 1905 12 7 家庭 趣味ある家庭 45 （万朝）万朝報のことか
18 12 1905 12 7 法園 宗教の弘通に就て 赤松連城 46
18 12 1905 12 7 法園 報恩講説教 鈴木法琛 47
18 12 1905 12 7 法園 自衛 藤野錦水 51
18 12 1905 12 7 婦人と平和会議 55
18 12 1905 12 7 本山録事 〔執行所事務規定　（明治三十八年…〕 55
18 12 1905 12 7 派内近況 〔本派の定期集会　去二十日…〕 60
18 12 1905 12 7 巡査/叱られる 碧落子 61
18 12 1905 12 7 会員動静 〔十月十一日　　依願監獄布教員…〕 62
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